































































































































































































































































 2 本文においてはこれらの議論の後に，「責任社会の形成」の項目があり，それは ①「責任社会の





















































※　引用 ③ は第 III節「日本の歴史化とメシア待望」（1）「歴史化と歴史形成」の冒頭
部の文章です。かつて筆者は，著者の担当する大学院の講義のなかで，繰り返し，「キリ



































































































































































































































































































































































































































<corpus Christi mysticum> ── キリストの神秘体 ── に留まる。そこに神秘がある。そ
の神秘とは，奥義 （ミュステーリオン） であり，それは福音の奥義である。十字架の福音
の奥義である。奥義は「サクラメントウム」である。十字架の体，それは聖餐である。こ





















































































































































































































































































































 　なおこの後に，作家の石川達三が，昭和二十三年に，「この言葉 ［セレニティの祈り］ がニーバー
のものであるということを知らずに」引用して書いている文章が紹介されています。ただし石川
は，前段ではこの祈りを「人間生活を味わい味わった揚句の果てに彼が到達した祈りである。謙
虚にして，勇気に富み，正しくして，この上もなく美しく，聡明な言葉である」（296） とほめな
がら，後段では「結びの一句は，謙虚な涙と後悔に満ち，人間の憐れさが卒然として胸を打つ。
凡そ人間の言葉のうち，人間を知ることかくまでに深いものを私は聞かなかった」（297） と述べ，
さらに「人間の欲と，迷いと，弱さとが，この祈祷の文句の中に充分に尽くされていて，私はほ
とんど絶望をさえ感ずる。恐らくこの祈りの言葉は永遠に人間に与えられることのない知恵をほ
しがっているのだ。人間の地獄がここに見える」（同） とまとめています。これに対し著者は「石
川達三氏の言葉は，ニーバーの偉大さとその心の深さをおどろくほどみごとに描いています」と
評しています。
